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     Ⅰ はじめに 




















１ 梅花女子大学食文化学部食文化学科 非常勤講師 
2  梅花女子大学食文化学部食文化学科 
 
 






① 今回学んだ以前に、あなたは今まで災害食について学んだことがありますか？  
（ ある  ない ） 
② あるとこたえた方は、どこで？書いて下さい。
（                                   ）  
③ 実際に災害食を食べたことがありますか？   （ ある  ない ） 
④ あると答えた方は、何処か書いて下さい
（                                       ）    
 食べた物（１      ２       ３      ４       ５      ） 




























③ 災害食を食べたことがあると答えた学生は 64％。多くの学生が、食べた経験があることが分かった。 
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                  Ⅲ 災害食の購入 
2011 年に学生の購入した災害食は 2日分で、食べ物だけで 2.5ｋｇとかなりの重量があった。また１ 
日災害食でしのげると、2 日目からはライフラインも徐々に回復すると考え、今回は 1 日分だけを購入
した。前回、購入金額は東日本大震災時の災害救助法による避難所での食事給与基準単価 1500 円から















                 Ⅴ 食育後学生が購入した災害食 
１、購入金額 
  購入費は1 人 1 日 1200 円とした。学生１人１日平均 1158円、１番少ない購入費は942円、１番多いのは1375円で
あった。2011年の１人１日分平均 939円より 219円高い。 
 
２、重量 
 学生が用意した災害食は、食べ物だけで 1 日平均 1.15 ㎏と 2011 年 1.25 ㎏とほぼ同じである。飲料





              図―4 購入に利用した店 
      










                図―５  飲料の内容   









 出現食品の総数は４４６個、１人１日平均 6.8 個で 2011 年と同数であった。 
その内訳を図―６に示す。 
 















響が大きいと考える。レトルト粥の出現数 68 個の内訳は、白粥 25 個、雑炊 19 個、卵粥 14個、梅粥 10
個である。卵粥が多いのは、2011 年同様、栄養を考慮し、副食で摂りにくい卵を意識したと推察できる。      
カロリーメートなどの栄養調整食品が 48 個と前回より多く、５年間で栄養機能食品や調整食品の種
類が増え、どこの店でも手軽な値段で手に入り身近な食品になった。今回、α米の出現数が１あったが、























              
図―８ 副食の内容 
副食の形態は出現数の 90％が缶詰であり、次いでレトルト、瓶入りとなる。缶詰の割合が 2011 年の 
64％より増加している。  
おかずの１位は魚の 84 個であり、すべて缶詰である。多い順に、鯖 33 缶、シーチキン 13 缶、秋刀
魚 13缶、鰹 9缶、マグロ 9缶などである。これは 2011 年とほぼ同様。 
 ２位の肉は 54 個が魚と同様すべて缶詰で、その 86％が種々味付けされた鶏肉である。コーンビーフ、
ソーセージ、牛が 1缶ずつあったが、これも 2011 年とほぼ同様。 
野菜の出現は前回、大変少なかったが、今回は栄養を考慮し、豆や野菜入りのレトルトパックが 16
パック、コーンが 14 缶と増えていた。前回、豆の出現は 0 だったが、今回は、豆入りのレトルトおか

















































                  図―10 果物の形態 
 







 今回 76％の学生が、健康食品を購入していた。これは、前回の 73％とあまり変わらない。健康食品












たものは、その平均値をとった。また、ナトリウムの重量に 2.54 を乗じた数値を食塩相当量とした。 
②  2015 年版日本人の食事摂取基準の女性、18～29 歳、身体活動レベルⅡの値と学生 66 名の１日当
たりの摂取量を比較し、充足率を求めた。なお、食事摂取基準の食塩相当量が前回より 0.5ｇ少な
くなっているため、2011 年度の食塩充足率も 7.0ｇで計算した。 
 
               Ⅴ 栄養価調査の結果 
 
１ 2015 年版日本人の食事摂取基準と学生１日当たりの平均摂取量を表１に、2011 年、2016 年の充足
率を図―12 に示す。 
 
表１ 女性 18～29 歳 身体活動レベルⅡの食事摂取基準と１日当たりの平均摂取量 
  エネルギー kcal 
たんぱく質  
g    
 脂質 
   g 
炭水化物 
   g 
ナトリウム 
   g 
食塩相当   
g  
食事摂取基準  1,950   50   54  316  600 7.0ｇ未満 
2016 年 
摂取量 66名の平均 1,619 55 60 221 2722 6.9 
 
タンパク質エネルギー比率   10％ 
脂質エネルギー比率      25％ 
















エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
％ ２０１１年充足率
２０１６年充足率
     
図―１１  エネルギーと栄養素の充足率 
 





                   Ⅵ まとめ 
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